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1．Maxi－camera　IIの使用経験　その1

　　一装置および性能評価

安部　忠夫　　近藤　邦雄

大原　秀樹　　木戸長一郎

有吉　　寛　　渡井　喜一

　　（愛知がん・放診断）

　今回新しく設置されたGE社製Maxi－camera

IIガンマカメラの装置の概容および基礎的データ

を報告する．

　Maxi－camera　IIは，450　mmφ×12．5cm　NaIク

リスタルに37本の3インチ光電子増倍管を使用し，

エネルギレンジは50～560keVで有効視野は40cm

である．コリメーターは，200keV～420　keVの

低中高エネルギー用の高分解能パラレル，ピンホ

ール，全身スキャンなどの6種類を有する．鉛

バーファントムを使用し，目視による分解能はカ

メラ固有が2．5mm（一），3mm（土）3．5　mm（＋），

4mm（廿），総合はパラレル2・5mm（一），3mm

（一），3．5mm（土），4mm（十）で，コンバージン

グ2．5mm（一），3mm（土），3．5mm（十），4mm（什）

であった．鉛チャートを使用した直線性は有効視

野の80％内で1．7％，均一性は均一補正用コンピ

ューター使用により±5％以内であった．分解時

間も水ファントム10cmでパラレル使用で3．6μsec

であった．

　Maxi－camera　IIは検出器がカウンターバラン

ス支持架でレール上を移動するので，コリメータ

交換，患者の位置決めなどが簡単で迅速に行なえ，

大視野なので全身スキャンも1パス（最高15分）

で行なえる．またデータ処理装置Med　IV，　ECG

シンクロナイザー，フォマッタなどを使用するこ

とにより，動態検査にも有用である．

2．Maxi・camera　IIの使用経験　その2

　　－Med　IVとそのdynamic　study

近藤　邦雄　　安部　忠夫

大原　秀樹　　木戸長一郎

有吉　　寛　　渡井　喜一

　　（愛知がん・放診断）

　RIにおける臨床検査は，今日ますます種類も

増し，特に，近年コンピューターの導入によりダ

イナミックスタディにその能力を発揮するように

なった．最近，われわれはGE社製Med　IVシス

テムを導入したので報告する．

　このMed　IVシステムは，108のプログラム体

系を持ち，それらおのおのの系の中に種々の具体

的命令を持つ．データ処理プログラムは，スムー

ジング，ズーム，画像，カーブの加減算，3次元

表示などの組み合わせにより，脳血流，甲状腺

uptake，心臓拍出量，シャント，肝血流などの算

出表示が可能である。

　このMed　IVシステムのソフトは，日常診療に

十分な機能を持つといえる．

3．Maxi－camera　IIの使用経験　その3

　　一臨床的応用

木戸長一郎　　安部　忠夫

近藤　邦雄　　大原　秀樹

有吉　　寛　　渡井　喜一

　　（愛知がん・放診断）

　Scinticameraとon　lineで接続したRI　data処

理装置とdisplay装置によって，各臓器のdynamic

studyが行なわれ，特定tracerの摂取，臓器内移
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